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□i SPATの流れ

a!: iii,l1. r,rrf]rL. r 
' 

r4o4r.ii!:. ‖祀 ‖m● ,■みを11,[

ると 
“

Iり ‖節でも8× 8で 64■ ,の 11み があ

るJメ }です |(然  そ′H」 ,,,ク しきれませ

ん モせF,ン フリしに,ll,対

“

の動・|を it後 と

ム:イ iと il旋 の31i'1,分 けて動||し  モれ
=よ

ぅて,ι つ すた ■人さい千政を
"れ

r うまく

1く のでよないかと,雌に11本で応‖してみた

のです すると うまくい ,た  そ′,Iで ,i:例

を並ねてつくってぃったのが 今のSPヽ rです

ですから ますjllitで

“

刊寸対

“

の■みを判t
します よに,|― ススをII体法で,`波 しま11

そして1,後 に ■1セ を′(「 して ■スを改1′ す

るSPATけ

“

獅 :よを

`|`ま

す この動iク 
“|― ススの践● 11格 t.・ |:か らなる 連の流れ

をl.ホ してSPATと ,セ表しています (図 1)

―― MR]を 11卜 ,て ヽわからないほどの
「

ムとの

ことですが 動 ,ク でその 1:み

"■

1■できるとす

る]請 1,な 根拠を教えてください

鹿島田 要するに■体|,餃 ltか ら11み を11定 し

ようという発想です なぜそうせぎるを ,な い

かというと 先ほど述べた逆 , 1li,「 でも

RヽIで も刊tがほとんど

“

]たからです

我々の体は いの1のいろいろな,li兄をliが

1:確 に1ltし ながら41“ してぃます たとえば

,i足の理|卜 が1イ いとい ,た‖ 11ま サイの大1出 ,

Ⅲl′ や前頭4な とが |:Hl=|‖ 定した |で 体内

=`を
o=,,● 十 

“

■,■ |●

'2■
2● ●, ■̈ ■

を仁避されています こういった体の感I技に

ま■々か考えるり [=正 m:です たとぇば●

“
'■

来に従■しているペテランの方は 金属表

■
',わ

すか100う ,の 1ミ リレベ,,の 1111も
「

で

ШIっ てわ力るんでヽよ あと 「001:り ||ら な

すればJと いったり喘 です これは,I=11か ,

た感覚のJですが 体|の感tも同じように1:

雌です ですから 他人が外から

'[め

て■者の

体かガしているとか あるいは11が っているな

どと,'断するより  ヽ■ の́動き ここでは11

1↓関昴Ⅲ l■ 左イ|「1旋 を‖う ■体のjllさ て

想´が避]感をtえ ′凛よ での」

`え

は体内の感

■技能が1,ll tて 1る と考え ↑み よあると刊

,t,る |ま う
":訃 "た

と思  ヽま1● た力●
・  動;,

を信10し ているのです

動:'では ,刊 1月

“

の前後 ノイ 1壮の11

みをわるために 思■に崚‖[の 11「  後
「

の動

さ ムイ 枷

"")動

き L趾の動きを自動的に,i

ってもら ,て います たとえよ1111し たとをと

核|し たときをlιべた場合 前
"が

つらいとい

う人よ イ,1の 構トーススが高まっている (妨

が緊 kし ている,"う  11卜がつ ,ば ,て つら

いと感じるイスすです この対合 反llに 後
"で筋 [― ススカ,● ま ,て いる航11を 収 lrす れば

つらくないところか 気I・rち いい つまりこの

it態のときは 筋 トー,ス によって1`に■11が

ひっけられて,`|=対 して,1=“ いた たヽ態なの
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日

il13を 11“ させます 今1忙腰推,1後‖と|,11

左イi‖

`Ⅲ

のパターンを離純しました (次 I:以 降

め,Iみ ■1'参 い

彙体法 SPATII格 麟 |:法 に共通する注意11

として「ま J:し てヽJ:シ ジョン
`行

うこと,'ま す

人1,で す またl訃法でま適皮な■l■の強さを

■が |る 必要
"“

0ま す ●力の4分 0)1■ 喫

か「女です こオ|は 「‖びをしているときのよ

うな気1,ち 1ヽ さ1=た とえられまJ そして 抵

抗を,え る|=|」 をl ll響 ,にイ1つことです こ

の41,と いうのは "サもなく「「 分
=IF Iが

1て柿 して li‖ (1".し (よ 1)た さイ,る ようにうっ

1〔 力,て:`て くるJ と1ヽ う心 11'科 う′せる|:l,こ

す 他にも11カのタイミンウや橋 I:の筍さ など

も注地して行います

――SPATは腰1イ 1‖ |の出

'コ

|なのでしょう力■

薦鳥田 |ス111‖ 門とは■いますね SPATのユ

ニークなところは 伝部‖根への,プロー子と

|1格i(1の 2つ の■を,,ね 1,え ている11です

しかもllれれま  述のプロセスを3"が う5分

くらいてできるので ■みの改善だけでなく

いろいろなFi輩法の前に行うこともでヽます

我々は,(|■な筋緊11が あると h:‖■,`紫

張しています ●|:´
'つ

っ|よ っていると iい l

もトリ|し ているのです そういうところを,,し

たまま いろいろな市,法をや ,て も 効果,i

:,10i=く |ヽ

病0(は ,て いるとき
=治

0ま すよね なせか

と
'｀

うと 他の余,11な ことをしないで 安出に

してエネ,,キ ーロスを111,1(`し て 忠いとこ

ろを修供する
"う

です そうい ,た に 1を 促す

ためには "て いる|ズ 性に近い,1■ つまリリ

,′ クスした 11交Ⅲ‖

“

が低 |である,1態を

,,lo,,,o, ●
'ヽ

ヽ|,,2,′ ,,, ●●●

表
` SPAT Oお

ける絶対的業忌

●外機による柿,
,付il‖li

lがんのイ‖
'l`● '1〔

い

,■ 1■,,■●,t● 1

●■7■ |,111械 ^`■ ,
11=,,よ以

「
の体力●I,「 した■1)′

つく,11す 必要がありま1● SPATは ,(||ち 力
`

良いので 11■心‖|千にr,の 11態 をつく011し

他の市ヤ効界t[げること力●rき ると思います

Jリ ーグやアロlFJ:  流,,● ヘシスキーチー

ムで選手のコンデ ィジ●=ン グに PヽATを 活‖

している 1● ―ナーの方もいらっしゃいますよ

―― |″姉 l者のll合でも 治イ i先 ■どごヽ,
していたたいた千!iと 同じ r良 ぃのでしょうカ

麓島田 腰11治輩の周合 ます よ|″ 1イの,1■か

'Jか

を‖ルで,!ヤ にサ[Ⅲ めないといけません

り∫うかな急‖〃lri(ぎ ,く ,峻)で したら

SPA rを ,j,て も

“

いませた しかし 「1,近

たんだん1,が痛くな ,て きて 夜1でも痛みで

が比めるのですJと J者 さんが訴えイ■ま ||

かんのに″や li tl"の病たなどを想,tし て

「Iは 1:て いません11と 力「夕′
'コ

はと′,く ら

ヽヽ吸ヽ ますが」|:近 やせていませんか レ|は

,|て いません,J「お小水の17悲くな ,て いま

せん力J と |li'で 1.ち tヽ ろ||う なヽヽと1■ )ま

せん

共1'な のま
=t llに

1`レ外
「

1的な |う ブルがど

うがですよ だから 縦月1う な禁H妻 1 をま

す雌外しま ●ヽ そして 1対 llに ■
=な

もの

すなわち″市の■lJが 1候部にないもの がんの

1111移 による|'べの■ 1■iと か そ うい う類の

ものはftlすべきではないと0い ます もち

ろん |1的にSPATで■にさせてあげることは



腰椎前後屈のいずれかかもっともつらい場合

動|':ヽ 〔 J`"1'“ |″II ,● lt■なり´t,tt,●  七
「

え|■|`)i t
ねを.・ う|||し く欄べるた● 11出●で lt'lil(11 ■1'● 111111,r Jと に 1,1● |,

イi1 1ヽ力|を ′,,て もらヽ  七ちら・・jrjさ か,(",1ヽ いかを,Iね ′i

iil力 ,(llち ltい Jl合 は 1111'11(′ ,屯 |||l tt● lrヽ。)イ:ム ′ヽ tる J ll11し  |ヽ い)(lt

を,‖ ′■力,;せ ‖
'ヽ

。
'1111■

,11し て
==う

り
'ト

リを行1 11  ■,を ,¬ :す ', tt
て SPヽ■|:|`:Fl:υ l i′  t  lll引 :●●:`Jl1 4 1111ケ |■ ヽ

'`111ち
|ヽ ″it、 ||11`1 1lr,I`  11111「市r、 ,1111111‖「′,11 、●,11共 1 1 'i[11,tt  ,1: |ヽ li

を加え::`.う て,い,0,1ヽ |141111[て もらう」Ⅲlヽり、をア1,て  11=― ススを■1「|ち  そし
てS'ヽ■||||111法 を●1、 口||サ ‖

“

て,11‖ t(方IJヽ l・ 11す る
な|, 111 ズスを,||||う ryに 1,1、 リイせ1111)進 [て 11か  |11‖ と!|| ●,Ii

l"|= i■ ,「 ‖:]11,(ら : `・ヤ,し |  !|:  i=1',ち ,き |=Jγ ●,||`■ 千11` ',よ 0111
-77,111■ |■ _:,ι llイ ヶIイ l′、]′ 441て ,1■十ぅこ:´ り、1':■ る

0背臥住て,'‖ ]1 11け 節 を層回 した状11′

足間節の背屁 ItlJ,行・ てお,|■ Ⅲ 不快
の彗寛を尋しる

両足聞節背LI気 11ち 良,理合,,=,■ 1至

|■ケて背E"`,1●  5■ 夕 与し ,つ  ヽ せ

`に
置ぽ

":装
み●(`ぢ i デイう

`| ,E朽■  り, ''lt( もう一度同 |,,件 t
響 1返 す 1計を●●う1 反,iC足 も同lt:,li

, thiよ  で働 トーヌス,務和
「

 ‖鶴矯
正す●|や すい11■ 1,■ る

幣

・

し

い
●
●

ヽ
ヽ●

　
　
´

スJ

0百足闘il● ■1気 |=具  =合●SPAT骨
格餓正法 1肯■ltの ,老つ両

=を
,` 1,関

節 を極銀 |`1よ 油させ 患者の仙 ‖
`^,ド方向に押 し1● ■●

=ト
レt蛯 く,11晰止す

る これを2「 ‖ ,返 す

`●'

= o●
, |●



一１一　

　

一

0両足関節底屈71気 持ち良い場合のS,奸
骨格嬌正法 1腋臥位になってもらい 膝を

持ち 仙骨に手掌を当でながち下肢 を挙上

させ 股門節がll展 するように ベット方

向に トンと仙骨を押 して瞬間的に嬌正を加

える このとき腹部が浮き過ぎないように

注意する これを2回繰り返す 反対の足も

同様に行う

0背臥位 でl● 関節 謄間節 を屈曲 した状態で 足関

節の背屈 底屁 を行ってもらい 快 不快のは党を尋

ねる

両足関節底屈が気持ち良い場合の操tl法 1軽い抵抗

で底届動作 を4 5秒保l.し  その後 思者に瞬間的

に脱力 してもうう 深呼吸 を1 2回 行い リラック

ス した後 もう一度同 じ動作 を繰 |り 返す (計2回 )

反対の足も同様に行う

0左右の寛骨て歪みの方向が反対の場合は 足関節

のII屈 が気持 ち良い倒 足関節の底層が気持 ち良い

,: それぞれに合わせて操体法 を行 う 骨格矯正 で

は 写真のように足関節の背屈 で気持 ち良い側の股

関節 を屈曲 足間節の底屈 で気持 ち良い側の股関節

を伸展するように矯正力を加 える

=ヽ
●0` ●,ヽ,t,長′,,,,, ユ ●●J'1



一
‥

腰椎左右側屈のいずれかがもつともつらい場合

動診によって ■者が鞍‖[の■11" 右側屈のいずれかかもっともつらいと証えなj・

l●
は 1,任の左右の11川方向に不みがあると考える 腋llを 支える

「

絆の‖鵬|●l●は 閃飾面
が

'“
のi直方FJと 平行であるため 1フ llの 11扇 |力 |●の歪みは 仙陽1渕姉の L下反tレ向ベ

の■みであることを
“
0唆 している すなわち 睦■行上方十右■月下方Jと 「右寛11■ 力十

左■111方Jの どちらかとな0 この2つの分類に従い l.体法と SPATII格 l.● [ユを行
う

節
引
き
あ
後
■
い
（Ｖ

眸 党■ トオ+石■■ 1方J 賄 ■ |[方 +左寛■ |ォJを 見極める際は ,μ位で 暇田
‖展 足1対節

=角
状態で 想者に施術 .・ がlJl tをかえなから 左脚を11ます動作と′J脚 を

くlJ作 反対に右山|を IⅢます動作と左脚を,く ル作を子い力で,ってもらい とちうの動
が気持ち良いかを■ねる 11●が気持ち良い動作の場合は 「ri■ィ]「方+左寛‖下方]で
り 右寛||を ]き J,げ る方1旬。)筋 トーヌスが高まっているため ■体法でそれを縦llし た
0■■を下″に ′|■イ1を J:方に縮工する ●著が気持ちの良い動|:。)場合は 陸 ■イ十

力十七寛十 1方Jで あつ ′F■イ|を 引きtげる方向の

“

|― プスが高まっているため ,
法でそれを

"和
した後 左■■を下方に ●■■を L方に

“

1:す る

00施 術者 は抵抗 を加 えなが ら 患者に左脚 を

仲ばす動作 と右脚 を引 く動作 反対に右脚 をイ|ば
す動作 と左脚 を引 く動作を軽|力で行ってもらい

歪みと筋 トータスをアセスメン トする 施術者は

イ|ばす動作に抵抗 を加える隠は 患者の距 をしみ

込むように支え 引 く動作に抵抗 を加える際は

足関節 を下から持つように保I.す る

J,,o=",●ホ 沖■
= ,●

●
',,,,, 

●●

“



● 左脚を伸げす動作と右卿 を引 (動作が気持ち

良い場合の操体法 1思青は背臥位で 施術者は向
かいあった右足で忠者の左脚イ1長に抵抗を加え

両手で3者の右脚 を車引する ● 5秒保1,し

その後 隈問的に脱力する 深呼吸を1 2回 li

tヽ リラ ′クスした薇 もう1回同じ動作を織
"返す (P回 )

右詢 tl●ぼす動ltと と

“

C,く 動作が気持ち良
ヽ場合の操体法は 連の足で同じことを行う つ

,|, 患者い背臥位で F●術者は向かいあった左

足て忠者の右脚仲長に抵抗を加え 両手で忠者の

左脚t着引する

0左脚 仲々はす働rl七 右脚を号〈動
`|が

気:=ち

良ヽ場合のS,AT合格嬌正法 IE者は青臥位で

施衛者は向かいあ●たち足で憲者の左脚 を上方に

押 し上げると同時に 患者の右郷 を両手で トンと

壷引 し 右寛骨 を下方に 左寛骨を上方に燿正す

る これを2回線 り返す

右脚 を(0げ す動作 とな脚 を:く 動作が気|,ち 良
い場合のSPAT骨18陽正法て● 逆の足で同 じこ

とを行う つ■● 望者は背帥 で 施術者は同

力ぃあ■た左足 こ患傷の右脚 を上方に押 し上げる

と同時
` 

患者の友‖ を両手で トンと重;し 左

吏骨 を下方に 右冤督を上方に疑正する

'|●
11●  ■|“● |,■ ,■ |■ ■  |‐| ● =''



できますが ため疾想を論

“

する必要がありま

す

しかし 辰

“

でも乖形

"l的
なものであれ|ま

急仕川の

“

みは上■にSPA■ をFrう と 1 2口
の治踪でOKですね 何●フ苅 み力J妥 =ず

っと

Itいているといった叫合は 選1日の治磁だと

3カ 月くらてヽか力ります とヽヽうのは 長い II

"ん
だ1人態が機いていると ,格

"辺

の体

“

組

櫻が■んだまま変形した状態になっているから

です そのまま鳩正しても 簡単に元に戻って

しまいます この治準は慢気がいります分ヽ 交

けていれば良くなります

――催岡傾ヘルニアであろうと 'Iは飲ヽrt

であろうと 整II● 外科的な層晰であえ■ま sPAT

の手噸は■しなのでしょうか

由島口  樹です IIl tに こだわらなくてヽヽ ヽ

'す
る1= 歪みがからんでいそうなものは企師

J●I ただたほど拳げたぶこのように 綸,[

,,支が場合によって
'危

険がイ!う と

`が

あるか

ら それは建
`,ま

しょうということです ただ

その場合でも伸体法だけはgrLするとせいます

lつだけコツ●接絆すれば ざっくり硬のと

きはやり方をすえています 最後の

“

正のとこ

ろはいつも近りliい ますが そこに■るまでは

攣体法古 嬌 1の姿

"を

つくるとさも,:剛をか

'て
 ゆっくりやるのです なぜそれがわかっ

たかというと 私が2,]ざっくり崚になったか

らです (X)

――晨部の晰みと勁議の

“

みではどちらをに■

するのでしょうか

E島田 今 赳
=て

いる絲みのlt国が,1鴨 |ヽ鰤

にあるヽ 今は 山静晨先ですね しかし何度も

言いますが 青1'の一部が姉いと思者さんが訴

えたら その痛みを分析する必要が必ずありま

す がんの■,移や 市曖美でモこだけ寒条を

起こしているのか0しれません もちろん姉み

があるがゆえに それを力ぼうために,体が■

んでいる川合は いつものSPヽTをやればいい

と思います

それともう1つは ■,糠まだけでは取れな

い腋籠があるんですよ そういう版綱は 感矢

が関係していることが多い 応簗は大,かにい

って 2通 りあります 11繭の感染とウイ,,ス

6条です とちらかというと 燿Falな ゥィル

ス感

“

の

`う

力`多い たとえ(ざい純ヘルペスの

抗ll“がLがっていたりヽ ると 筋喚資を起こ

すことがあります それに対してはSPヽTだけ

でなく 免贅力を Lげる●ltrlな治″をしない

と油りません

あと意●lと 多いのが クラミジア |ラ コマ

ティス 螢する暉隋系の感賽力ヽ つヽもヽ いてい

るので 逃 N“の形で1llrに なるケースです

それから清l■任綺情 あまり知られていません

か とい囃に感■してまだ稿樅馘が成っている

と 腰

“

をゼ[すことがあります そういう人

は螢みを取るだけでは治りません

だから たかが根lF されど腋

“

なんですよ

基礎縣 しっかり見つけて それを綺磁しな

いと最終的な腰IFの絆llkに はならないのです

〔燻曖 颯1〕
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